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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１部材と第２部材（２、２’、２’’；４、４’、４’’、４’’’）に環状に接続
し、該第１部材と第２部材（２、２’、２’’；４、４’、４’’、４’’’）の間に機
能上挿入され、軸（Ａ）周りに延びる、少なくとも一つのカップリング部材（５ａ、５ｂ
；５ａ’、５ｂ’；５ａ’’、５ｂ’’；５’’’）を有する、トランスミッションジョ
イント（１、１’、１’’、１’’’）であって、
　前記カップリング部材（５ａ、５ｂ；５ａ’、５ｂ’；５ａ’’、５ｂ’’；５’’’
）は、
　前記第１部材（２、２’、２’’）に環状に接続可能なハブ（６、６’、６’’、６’
’’）と、
　前記第２部材（４、４’、４’’、４’’’）に環状に接続可能で、前記ハブ（６、６
’、６’’、６’’’）の半径方向外側に配置される、端部部分（７、７’、７’’、７
’’’）と、
　前記ハブと前記端部部分（６、６’、６’’、６’’’；７、７’、７’’、７’’’
）の間に半径方向に挿入され、前記軸（Ａ）に対して横方向（Ｄ）に延伸する、半径方向
の寸法が軸方向の寸法よりも大きい薄壁からなる隔壁（８、８’、８’’、８’’’）と
、を有し、
　前記カップリング部材（５ａ、５ｂ；５ａ’、５ｂ’；５ａ’’、５ｂ’’；５’’’
）の前記隔壁（８、８’、８’’、８’’’）は、前記ハブ（６、６’、６’’、６’’
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’）から前記端部部分（７、７’、７’’、７’’’）まで、前記方向（Ｄ）に対して横
方向に、厚さが減る第１部分（９、９’、９’’、９’’’）と厚さが一定の第２部分（
１０、１０’、１０’’、１０’’’）と、を有しており、
　前記第２部分（１０、１０’、１０’’、１０’’’）が前記第１部分（９、９’、９
’’、９’’’）から半径方向外側に向かって延在することを特徴とする、トランスミッ
ションジョイント。
【請求項２】
　前記隔壁（８、８’、８’’、８’’’）は、平らな側面の第１面（１４、１４’、１
４’’、１４’’’）を有することを特徴とする、請求項１に記載のトランスミッション
ジョイント。
【請求項３】
　前記隔壁（８、８’、８’’、８’’’）は、前記第１面（１４、１４’、１４’’、
１４’’’）の反対側の、反対側の半径方向の端部で前記ハブと端部部分（６、６’、６
’’、６’’’；７、７’、７’’、７’’’）に接続される、側面の第２面（１５、１
５’、１５’’、１５’’’）を有することを特徴とする、請求項２に記載のトランスミ
ッションジョイント。
【請求項４】
　前記ハブ（６、６’、６’’、６’’’）は、前記隔壁（８、８’、８’’、８’’’
）の前記第１面（１４、１４’、１４’’、１４’’’）に接して、同一平面上の第１面
（２５、２５’、２５’’、２５’’’）によって、少なくともそれぞれの半径方向外側
端部（１１）で、側面に沿って結合されることを特徴とする、請求項２または３に記載の
トランスミッションジョイント。
【請求項５】
　前記ハブ（６、６’、６’’、６’’’）は、前記半径方向外側端部（１１）から前記
軸（Ａ）に向かって、前記隔壁（８、８’、８’’、８’’’）の前記第２面（１５、１
５’、１５’’、１５’’’）に接続する第１領域（２７）と、前記第２面（１５、１５
’、１５’’、１５’’’）に対して傾斜する平らな第２領域（２８）と、を有する第２
面（２６）によって、前記第１面（２５、２５’、２５’’、２５’’’）の反対側で側
面に沿って結合し、
　前記第２領域（２８）は、前記半径方向外側端部（１１）から前記軸（Ａ）に向かう前
記第１面（２５、２５’、２５’’、２５’’’）から離れて傾斜することを特徴とする
、請求項４に記載のトランスミッションジョイント。
【請求項６】
　前記第１領域（２７）は、それぞれの半径方向外側端部領域（１１）で、前記第２面（
１５、１５’、１５’’、１５’’’）を形成する非対称の曲面に接するように加工され
ることを特徴とする、請求項５に記載のトランスミッションジョイント。
【請求項７】
　前記隔壁（８、８’、８’’、８’’’）は、薄膜であることを特徴とする、請求項１
～６のいずれか一項に記載のトランスミッションジョイント。
【請求項８】
　前記カップリング部材（５ａ、５ｂ；５ａ’、５ｂ’； ５ａ’’、５ｂ’’）の少な
くとも一つのペア（２０；２０’、２１’；２０’’、２１’’）を有し、
　前記ペア（２０；２０’、２１’；２０’’、２１’’）の前記カップリング部材（５
ａ、５ｂ；５ａ’、５ｂ’； ５ａ’’、５ｂ’’）の前記端部部分（７、７’、７’’
）は、互いに環状に接続されて、
　前記カップリング部材（５ａ、５ｂ；５ａ’、５ｂ’； ５ａ’’、５ｂ’’）の一つ
の前記ハブ（６、６’、６’’）は、前記第１部材（２、２’、２’’）に環状に接続可
能であり、
　前記カップリング部材（５ａ、５ｂ；５ａ’、５ｂ’； ５ａ’’、５ｂ’’）の他方
の前記ハブ（６、６’、６’’）は、前記第２部材（４、４’、４’’）に環状に接続可
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能であることを特徴とする、請求項１～７のいずれか一項に記載のトランスミッションジ
ョイント。
【請求項９】
　前記カップリング部材（５ａ、５ｂ；５ａ’、５ｂ’； ５ａ’’、５ｂ’’）は、互
いに向かい合って、前記第２面（１５、１５’、１５’’）の間に環状に挿入される前記
第１面（１４、１４’、１４’’）と共に配置されることを特徴とする、請求項３を引用
する請求項８、又は請求項３を引用する請求項４～７のいずれか一項を引用する請求項８
に記載のトランスミッションジョイント。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、トランスミッションジョイントに関し、特に航空機に利用するトランスミッ
ションジョイントに関する。
【０００２】
　トランスミッションジョイントは、ドライブシャフトおよび駆動されるシャフトに、環
状に接続されるのに使用され、シャフトの軸の移動と傾斜を可能にするのに使用される。
【０００３】
　より詳細には、トランスミッションジョイントは、ドライブシャフトに環状に一体にな
るハブを有する管状のカップリング部材と、ハブの半径方向外側に配置され、駆動される
シャフトと環状に一体となるリングと、を有する。
【０００４】
　より詳細には、ジョイントは、ドライブシャフトおよび駆動されるシャフトに直接接続
されるハブとリングを有する単一のカップリング部材を有してもよい。
【０００５】
　あるいは、ジョイントは、互いに環状に一体となる多くのカップリング部材を有しても
よい。その場合には、一つのカップリング部材のハブはドライブシャフトに接続されて、
別のカップリング部材のハブは駆動されるシャフトに接続される。
【０００６】
　カップリング部材はまた、ハブとリング間に半径方向に挿入され、ドライブシャフトの
軸および駆動されるシャフトの軸に垂直な方向に延びる、薄い壁のある部分、またはいわ
ゆる隔壁を有する。
【背景技術】
【０００７】
　隔壁は、例えば、特許文献１の特許に記載されているものが知られている。隔壁の外形
は、ハブからリングまで、厚さが薄くなる部分と、厚さが増す部分とを有している。
【０００８】
　より詳細には、外形は、隔壁の伸張方向に対して非対称である。
【０００９】
　隔壁は、また、例えば、特許文献２の特許に記載されているものが知られている。外形
は、隔壁の伸張方向に対して非対称である。
【００１０】
　より詳細には、これらの隔壁の外形は、ハブからリングまで、厚さが薄くなる部分と、
厚さが増す部分とを有している。
【００１１】
　既知のジョイントの隔壁の外形は、動作状態では、ドライブシャフトから駆動される軸
に広い安全域で所定のトルクを伝達し、ドライブシャフトの軸と駆動されるシャフトの軸
の相互の位置の周期的な変化によって生じる疲労応力を所定の値より下に維持するように
設けられる。
【００１２】
【特許文献１】ベルギー特許第４５６９２０号公報（ＢＥ－４５６９２０）
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【特許文献２】米国特許第５１５８５０４号公報（ＵＳ-Ａ-５１５８５０４）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　出願人は、既知の隔壁の外形は、ジョイントの重量と全体の大きさを最小に出来ないた
めに、既知のジョイントは安全性が低いことを認識した。
【００１４】
　言い換えれば、出願人は、既知の解決方法に比べて、ジョイントの重量、従ってジョイ
ントの全体の大きさを減らすと同時に、トランスミッションのトルクに関連する安全域と
、ドライブシャフトの軸と駆動されるシャフト軸との相互の位置の周期的な変化によって
生じる疲労応力の減少とを維持するような方法で、隔壁の外形を改良することが可能であ
ることを認識した。
【００１５】
　出願人は、また、適切な隔壁外形の設計により、ジョイントの重量、従ってジョイント
の全体の大きさを減少すると同時に薄い壁のある隔壁が、ドライブシャフトによって伝達
されるねじりモーメントを受けるときに生じる座屈現象を、減少することが可能なことを
認識した。
【００１６】
　最後に、出願人はまた、適切に隔壁の外形を設計することによって、隔壁を有する系の
固有振動数と、ドライブシャフトまたは駆動されるシャフトの回転数との間の共振によっ
て、生じる、駆動中に発生する強制振動を減少することが可能なことを認識した。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本発明の一つの目的は、適切な隔壁の外形の設計により、上述した形式の既知のジョイ
ントよりも軽量で、同時にドライブシャフトにトルクを伝達するのに信頼性があり、ドラ
イブシャフトの軸および駆動されるシャフトの軸のずれおよび傾斜を可能にする、トラン
スミッションジョイントを提供することである。
【００１８】
　本発明は、上記課題を解決するための手段として、特許請求の範囲の各請求項に記載さ
れたトランスミッションジョイントを提供する。
【００１９】
　望ましい本発明の非制限的な実施形態が、添付図面を参照して例として説明される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　図１～３を参照すると、番号１は、それぞれの軸の周りを回転する、ドライブシャフト
２をシャフト２と同軸に回転させるシャフト４（図３だけに示される）に環状に接続する
トランスミッションジョイントを示す。
【００２１】
　より詳細には、トランスミッションジョイント１は、シャフト２からのトルクを受けて
、それをシャフト４に伝達する。
【００２２】
　トルクをシャフト２からシャフト４に伝達するのに加えて、ジョイント１はまた、動作
時のシャフト２の軸とシャフト４の軸のずれおよび傾きを可能にする。
【００２３】
　より詳細には、ジョイント１は、シャフト２とシャフト４の間に、機能上および同軸に
挿入された一対２０のカップリング部材５ａ、５ｂ（図３参照のこと）を有する。
【００２４】
　各々のカップリング部材５ａ、５ｂは管状で、使用時に、シャフト２の軸とシャフト４
の軸に一致する軸Ａに沿って延びる。
【００２５】
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　各々のカップリング部材５ａ、５ｂは、ハブ６と環状部分７を有し、それぞれカップリ
ング部材５ａ、５ｂの内側の半径方向の端部と外側の半径方向の端部を形成する。
【００２６】
　カップリング部材５ａのハブ６（図３の左側参照のこと）は、例えば、溶接または他の
システムで、シャフト２の動作を受容するようにシャフト２に環状に接続される。
【００２７】
　カップリング部材５ａとカップリング部材５ｂ（図３の右側参照のこと）の部分７は、
例えば溶接で環状に互いに接続され、カップリング部材５ａは、カップリング部材５ｂを
回転させる。
【００２８】
　カップリング部材５ｂのハブ６は、カップリング部材５ｂの回転をシャフト４に伝達す
るように環状に接続される。
【００２９】
　各々のカップリング部材５ａ、５ｂはまた、対応するハブ６と対応する部分７の間に半
径方向に挿入される部分（以下、隔壁８という）を有する。
【００３０】
　より詳細には、隔壁８は薄い壁があり、軸Ａに対して半径方向Ｄに延伸する。
【００３１】
　半径方向が軸方向よりもより大きくなるために、隔壁８は、薄膜であり、それゆえ高い
柔軟性がある。
【００３２】
　ハブ６から部分７まで、隔壁８は、方向Ｄに対して横方向に厚さが薄くなる部分９と一
定の厚さの部分１０を有するのが有利である。
【００３３】
　より詳細には、隔壁８の大きさと形は、ジョイント全体の大きさをカバーする疲労計算
方法によって最適化される。
【００３４】
　図１と図２で示されるように、部分９は、ハブ６に接触する環状領域１１によって、半
径方向内側で結合され、環状領域１２によって、半径方向外側で結合される。
【００３５】
　部分１０は、領域１２によって半径方向内側で結合されて、部分７に接触する環状領域
１３によって、半径方向外側で結合される。
【００３６】
　隔壁８は、二つの反対側の面１４、１５の側面に沿って結合される。
【００３７】
　より詳細には、面１４は、単純な加工と品質管理のために平らである。
【００３８】
　環状領域１３（図１参照のこと）に隣接して、面１４は部分７の半径方向内側端部に接
続される。
【００３９】
　領域１１の近傍で、面１４は、ハブ６の横面２５に接触する。
【００４０】
　より詳細には、面２５は、平らで面１４と同一平面上にある。
【００４１】
　面１５は、領域１１から領域１２まで部分９に沿う面１４に対して傾斜して、面１４と
合わさり、部分１０に沿って面１４と平行であるように加工される。
【００４２】
　領域１１の近傍で、面１５はハブ６の面２５の反対側の面２６に接続される。
【００４３】
　より詳細には、領域１１から軸Ａに向かって、面２６は、面１５の内側の半径方向の端
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部に接続される部分２７と、面１４の平面に対して傾斜する、平らな部分２８とを有する
。
【００４４】
　より詳細には、部分２７は、部分９で面１５を形成する解析曲線に領域１１で接するよ
うに加工されている。
【００４５】
　部分２８は、方向Ｄに対して傾斜して、ハブ６は領域１１から軸Ａに向かって厚さが増
す。
【００４６】
　カップリング部材５ａ、５ｂは、互いに向かい合ってそして面１５の間に軸方向に挿入
される面１４と共に配置される（図３参照のこと）。
【００４７】
　隔壁８の材料は、所定の歩留まりと、軽量な隔壁８とを確保するように選択される。
【００４８】
　実際の使用では、シャフト２はカップリング部材５ａを軸Ａ周りに回転させ、次に、カ
ップリング部材５ａはカップリング部材５ｂを回転させ、最後に、カップリング部材５ｂ
は、シャフト４を軸Ａ周りに回転させる。
【００４９】
　軸の剛性と曲げ剛性のおかげで、カップリング部材５ａ、５ｂは、使用時に、シャフト
２の軸とシャフト４の軸の軸方向のずれと傾きを可能にする。
【００５０】
　図４の番号１’は、本発明に係る更なる実施形態のジョイント全体を示す。
【００５１】
　ジョイント１’は、ジョイント１と類似して、それがジョイント１と異なる限りにおい
てのみ、以下で説明される。ジョイント１とジョイント１’の対応する、または同等の部
分は、出来るだけ、同じ参照符号を使用して示される。
【００５２】
　ジョイント１’は、カップリング部材５ａ’と５ｂ’の２組のペア２０’と２１’を有
することによって、ジョイント１と異なる。
【００５３】
　より詳細には、カップリング部材５ａ’と５ｂ’の一つのペア２０’（図４の左側参照
のこと）は、環状に、シャフト２’と一体になり、カップリング部材５ａ’と５ｂ’の他
のペア２１’（図４の右側参照のこと）は、軸の反対側で、シャフト４’とカップリング
部材５ａ’と５ｂ’のペア２０’と環状に一体となる。
【００５４】
　より詳細には、ペア２０’のカップリング部材５ａ’のハブ６’は、溶接されてシャフ
ト２’に環状に一体となる。
【００５５】
　ペア２０’のカップリング部材５ａ’と５ｂ’の部分７’は、リベットで互いに環状に
一体となる。
【００５６】
　ペア２０’のカップリング部材５ｂ’のハブ６’は、溶接されてペア２１’のカップリ
ング部材５ａ’のハブ６’と環状に一体となる。
【００５７】
　ペア２１’のカップリング部材５ａ’と５ｂ’の部分７’は、リベットで互いに環状に
一体となる。
【００５８】
　ペア２１’のカップリング部材５ｂ’のハブ６’は、溶接されてシャフト４’に環状に
一体となる。
【００５９】
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　図５の番号１’’は、本発明に係る第三の実施形態のジョイント全体を示す。
【００６０】
　ジョイント１’’は、ジョイント１、１’と類似していて、それがジョイント１’と異
なる限りにおいてのみ、以下で説明される。ジョイント１、１’１’’の対応する、また
は同等の部分は、出来るだけ、同じ参照符号を使用して示される。
【００６１】
　より詳細には、ジョイント１’’は、ペア２１’’のカップリング部材５ｂ’’が直接
シャフト４’’に接続されないことによって、ジョイント１と異なる。
【００６２】
　この場合には、ペア２１’’のカップリング部材５ｂ’’は、シャフト４’’に環状に
溶接される更なるカップリング部材５’’に環状に溶接される。
【００６３】
　より詳細には、更なるカップリング部材５’’のハブ６’’は、ペア２１’’のカップ
リング部材５ｂ’’のハブ６’’に環状に接続されて、更なるカップリング部材５’’の
部分７’’は、シャフト４’’に環状に接続される。
【００６４】
　図６の番号１’’’は、本発明に係る第四の実施形態のジョイント全体を示す。
【００６５】
　ジョイント１’’’は、ジョイント１、１’、１’’と類似していて、それがジョイン
ト１、１’、１’’と異なる限りにおいてのみ、以下で説明される。ジョイント１、１’
１’’、１’’’の対応する、または同等の部分は、出来るだけ、同じ参照符号を使用し
て示される。
【００６６】
　ジョイント１’’’は、単一のカップリング部材５’’’を有することによって、ジョ
イント１、１’、１’’と異なる。カップリング部材５’’’の部分７’’’は、シャフ
ト４’’’に溶接で環状に一体となる。そして、カップリング部材５’’’のハブ６’’
’は、溶接手段によって、ドライブシャフト（図示しない）とフランジ２０’’’に環状
に一体となる。
【００６７】
　ジョイント１’、１’’、１’’’の動作は、ジョイント１の動作と同じであり、それ
ゆえ説明しない。
【００６８】
　本発明に係るトランスミッションジョイント１、１’、１’’、１’’’の利点は、以
下の記載にから明らかになる。
【００６９】
　特に、出願人は、隔壁８、８’、８’’、８’’’の外形の設計のおかげで、ジョイン
ト１、１’、１’’、１’’’がその重量を最小化し、従ってジョイント１、１’、１’
’、１’’’の全体の大きさを最小化して、同時にシャフト２、４；２’、４’；２’’
、４’’間およびフランジ２０’’’とシャフト４’’’間の信頼性のある伝達を確実に
することを認識した。
【００７０】
　出願人は、また、隔壁８、８’、８’’、８’’’の設計のおかげで、シャフト２、２
’、２’’とシャフト４、４’、４’’の軸のずれと傾斜によって生じる疲労応力が所定
の値より下に維持されることを確実にするために、ジョイント１、１’、１’’、１’’
’が十分な軸の剛性と曲げ剛性を維持することを認識した。
【００７１】
　隔壁８、８’、８’’、８’’’の設計は、また、ジョイント１、１’、１’’、１’
’’の動作中に生じる座屈現象と共振現象を減少する。
【００７２】
　隔壁８、８’、８’’、８’’’の設計は、また、ジョイント１、１’、１’’、１’
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’’の異なった動作要求にも簡単に適用できる。
【００７３】
　事実、隔壁８、８’、８’’、８’’’上の各々の負荷形態は、軸Ａに対する領域１１
と領域１２の最適位置を決定することを可能にし、軸Ａから平行に距離が増加する、部分
９、９’、９’’、９’’’の厚さのパターンを最適化することを可能にする。
【００７４】
　本発明の別の実施形態は、平らな形状の面１４、１４’、１４’’、１４’’’を有し
、面の簡単な加工と寸法管理を提供する。
【００７５】
　しかしながら、明らかに、本明細書で説明され、示されたジョイント１、１’、１’’
、１’’’に、添付の請求の範囲で明確にされた範囲から逸脱することなしに、変更がな
されることも可能である。
【００７６】
　特に、ジョイント１、１’、１’’、１’’’は、シャフト２、２’、２’’に直接接
続されるハブ６、６’、６’’、６’’’と、シャフト４、４’、４’’、４’’’に直
接接続される部分７、７’、７’’、７’’’とを有する、単一のカップリング部材５ａ
、５ｂ；５ａ’、５ｂ’；５ａ’’、５ｂ’’；５’’’を有してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００７７】
【図１】本発明に係るトランスミッションジョイントのカップリング部材の軸方向の断面
図を示す。
【図２】図１の詳細の、明確のために部品を取り除いた、より大きい縮尺の軸方向の片側
の断面図を示す。
【図３】図１および２のトランスミッションジョイントの実施形態の軸方向の断面図を示
す。
【図４】本発明のトランスミッションジョイントの第２の実施形態の軸方向の断面図を示
す。
【図５】本発明のトランスミッションジョイントの第３の実施形態の軸方向の断面図を示
す。
【図６】本発明のトランスミッションジョイントの第４の実施形態の軸方向の断面図を示
す。
【符号の説明】
【００７８】
　１　　トランスミッションジョイント
　２　　ドライブシャフト
　４　　シャフト
　５ａ　　カップリング部材
　５ｂ　　カップリング部材
　６　　ハブ
　７　　環状部分
　８　　隔壁
　９　　部分
　１０　　部分
　１１　　環状領域
　１２　　環状領域
　１４　　面
　１５　　面
　２５　　面
　２６　　面
　２７　　部分
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　２８　　部分

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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